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              2019 年 第 22回大会 ©東海・関西学生航空連盟 

 

主 催 

日本学生航空連盟 

朝 日 新 聞 社 



第２５回全日本学生グライダー新人競技大会 要項 

 

主  催  （公財）日本学生航空連盟、（株）朝日新聞社 

 

後  援  岐阜県、海津市、愛西市、羽島市、（株）日刊スポーツ新聞西日本、 

（公社）日本滑空協会、東海・関西学生航空連盟 

 

協  賛  全日本空輸（株）、日本航空（株）、三菱重工業（株）、 

 川崎重工業（株）、（株）SUBARU、東京海上日動火災保険（株）、

鈴与グループ、清水医院 

                       

開 催 地  岐阜県海津市日原地先 日本学生航空連盟 木曽川滑空場 

 

期  日  ２０２２年９月１０日（土）～９月１６日（金） 

・ 集 合 ９月９日（金）午後 １時 

・ 開会式 ９月１０日（土）午前１０時、 終了後慣熟飛行 

・ 競技飛行 ９月１１日（日）～１６日（金） 

・ 閉会式 ９月１６日（金）午後 ３時 

 

競技種目  審判委員同乗による基本操縦操作（ウインチ曳航による） 

 

機  材  ＡＳＫ―１３ および ＡＳＫ－２１ 

 

採点方法  全日本学生グライダー新人競技大会規則及び細則による 

 

表  彰  今大会は新型コロナ感染防止のため通常時よりも参加定員を絞っ

ております。そのため多くの出場校に選手 1名での参加をお願いせ

ざるを得ないため、競技はすべて個人戦とし、2名出場校に対する

団体成績・表彰は無しと致します。 

 

  ・個人得点上位６位までを表彰。 

       ・個人優勝者に海津市長杯、関西ＯＢ杯を授与。 

       

出場選手  34名 

     

                       以上 
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大 会 役 員 (敬称略) 
 

大会会長 日本学生航空連盟 会長 利根川  豊 

 

副 会 長 日本学生航空連盟 評議員・朝日新聞社航空部長   前地  昌道 

 

 日本学生航空連盟 専務理事  谷川  史郎 

 

顧  問  日本学生航空連盟 評議員  那須  正夫 

 大阪大学名誉教授・大阪大谷大学教授 

                  

 日本学生航空連盟 評議員   蛸 島  直 

 愛知学院大学教授・航空部長                  

 

参  与  日本学生航空連盟 理事・関東地区連絡会会長   御法川  学 

  法政大学教授・航空部長 

 

 日本学生航空連盟 理事・東海地区連絡会会長  高橋  周平 

 岐阜大学教授・航空部長                  

  

 日本学生航空連盟 理事・関西地区連絡会会長  福本  信次 

 大阪大学教授・航空部長                   

  

 日本学生航空連盟 理事・西部地区連絡会会長   東野 伸一郎 

 九州大学教授・航空部長                   

 

 日本学生航空連盟 競技担当理事  鈴木  道弘 

 

  日本学生航空連盟 教育訓練・安全担当理事  太田  洋一 
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 大 会 実 行 委 員 (敬称略) 

 

実行委員長 東海・関西学生航空連盟 代表理事  太田  泰史 

 

競技委員長 日本学生航空連盟 福井訓練所長  田 口  昇 

競 技 委員 日本学生航空連盟 木曽川訓練所長  宮地  隆昌 

  〃  日本学生航空連盟 久住訓練所長  牧田  厚雄 

  〃   東海・関西学生航空連盟  岸  恒 夫 

  〃 東海・関西学生航空連盟  松本  正身 

 

整備委員長 日本学生航空連盟 福井訓練所長  田 口  昇 

整 備 委員 日本学生航空連盟 東海・関西地区学生委員   若 干 名 

 

審判委員長 日本学生航空連盟 木曽川訓練所長  宮地  隆昌 

             

総務委員長 日本学生航空連盟 理事・事務局長  深 田  浩 

総務副委員長 東海・関西学生航空連盟  岸  恒 夫 

総 務 委員 日本学生航空連盟 事務局  鈴 木  仁 

                                      

救護委員長 東海・関西学生航空連盟  松本  正身 

救 護 委員 日本学生航空連盟 東海・関西地区学生委員   若 干 名 

 

学生運営委員長 関西地区委員長   大阪大学     村上  雅紀 

学生運営委員 東海地区委員長   名古屋大学  江田  龍信 

  〃   関西地区副委員長    京都大学  江河 日向乃 

  〃   東海地区副委員長  名城大学  鈴木  隆浩 
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地区 学校名 ゼッケン 氏名 学年 性別
チーム

リーダ

総飛行時間

(回数）

やなぎさわ　はやと 8: 36

柳澤　羽矢斗 (43)

いおか　しょうま 7: 20

井岡　翔馬 (52)

くりやま　みのり 6: 29

栗山　美紀 (46)

なかつ　ほくと 6: 19

中津　北斗 (45)

やまもと　じゅんのすけ 5: 22

山本　隼之介 (29)

ほそぎ　たかひろ 2: 07

細木　貴博 (19)

にしだ　けんざぶろう 2: 15

西田　健三良 (14)

すずき　あきひさ 2: 17

鈴木　章久 (21)

いしかわ　あゆむ 11: 36

石川　歩睦 (79)

すずき　はるゆき 17: 25

鈴木　陽之 (94)

すながわ　だいき 4: 32

砂川　大貴 (27)

なかやま　けんたろう 4: 07

中山　健太郎 (25)

くぼ　はるき 2: 39

久保　晴生 (18)

ひらお　だいすけ 2: 26

平尾　大翼 (17)

わたなべ　みつる 2: 11

渡邊　充 (12)

やびく　ゆうき 1: 50

屋比久　優輝 (12)
大阪公立大学 13 2 M ○

関

西

地

区

関西大学

5 2 M ○

6 2 M

補欠 2 M

大阪工業大学 12 1 M ○

同志社大学

京都大学

10 2 M ○

補欠

M

補欠 2 M

2 M

11 2 M ○

補欠 2

神戸大学 7 2 Ｍ ○

立命館大学

8 2 M ○

9 2 M

M ○

3 2 F

出場選手一覧

東

海

地

区

愛知工業大学 1 2 M ○

名古屋大学

2 2
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地区 学校名 ゼッケン 氏名 学年 性別
チーム

リーダ

総飛行時間

(回数）

うおずみ 　かずはる 16: 54

魚住　一晴 (104)

たなあみ　いつき 1: 30

田名網　樹 (14)

よしかわ　しょうたろう 2: 05

吉川　祥太朗 (15)

なかむら　 たいち 1: 42

中村　太一 (12)

ながた　りょうや 22: 07

長田　凌弥 (125)

あさの　かいと 23: 42

浅野　海斗 (119)

いわさき　ひかる 18: 10

岩崎　光 (93)

やすはら　こうき 19: 00

安原　康起 (94)

ふじた　みなみ 5: 34

藤田　みなみ (35)

ながしま　ゆうと 3: 46

永島　優斗 (31)

よしおか　ともき 3: 17

吉岡　朋輝 (18)

なかむら　 ゆうし 6: 03

中村　夢志 (22)

えんどう　ゆうま 8: 05

遠藤　佑真 (24)

あんどう　なつ 6: 06

安藤　なつ (36)

たかだ　ゆうすけ 13: 33

高田　雄祐 (99)

ひろさわ　いつき 20: 42

廣澤　樹 (125)

なかおじ　まさと 9: 27

仲尾次　政豊 (62)

こじま　けんと 8: 20

小島　健人 (57)

もり　ひろと 12: 57

森　裕翔 (63)

さとう　だいち 8: 52

佐藤　大智 (52)

ひらもと　たいき 10: 15

平本　大貴 (61)

3 M

補欠 2 M

早稲田大学

22 3 M ○

補欠 2 M

補欠

補欠 2 M

補欠 2 M

千葉工業大学 20 2 F ○

明治大学

21 2 M ○

東京理科大学

19 2 M ○

補欠 2 M

2 M

東京工業大学 18 2 M ○

補欠 2 M

日本大学

17 2 F ○

補欠

法政大学

補欠 2 F

補欠 2 M

16 2 Ｍ

補欠

M ○

補欠 2 M

3 M ○

東

日

本

地

区

東京大学 14 2 M ○

東京都立大学

15 2
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地区 学校名 ゼッケン 氏名 学年 性別
チーム

リーダ

総飛行時間

(回数）

かしわぎ　あゆむ 15: 08

柏木　歩 (66)

おむら　ゆめみ 7: 11

小村　夢美 (22)

たかき　しょうけい 12: 17

高木　翔慶 (71)

さいとう　ふうこ 10: 18

齋藤　風子 (68)

せとぐち　かおる 12: 30

瀬戸口　薫 (69)

みかみ　はやと 7: 25

三上　隼 (48)

ながさわ　ゆい 9: 48

長澤　優衣 (60)

たねや　ちとせ 13: 12

種谷　千歳 (67)

さんぺい　すず 10: 30

三瓶　すず (69)

よしだ 　みゆう 9: 06

吉田　真優 (58)

かきざわ 　さお 20: 00

柿澤　咲緒 (80)

いちざわ　 まさのり 8: 25

市澤　昌典 (59)

えちぜん　たくま 28: 44

越前　卓馬 (150)

しぶや　なおき 21: 07

渋谷　直喜 (144)

たなか　こうたろう 20: 18

田中　耕太郎 (138)

しみず　ゆか 18: 51

清水　優果 (131)

ほりこし　ゆうた 10: 06

堀越　雄太 (74)

みねむら　ゆうき 7: 58

峰村　優希 (43)

やまもと　ひでと 4: 55

山本　秀人 (37)
2 M

慶應義塾高等学校

31 2 M ○

補欠 2 M

補欠

東

日

本

地

区

関東学院大学 23 2

2 M

補欠 2 F

慶應義塾大学

30 2 M ○

補欠 2 M

補欠

学習院女子大学 28 2 F ○

東海大学 29 2 M ○

補欠 2 F

学習院大学 27 2 F ○

中央大学

2 F

補欠 2 F

補欠 2 M

26 2 M ○

補欠

青山学院大学

25 2 M ○

補欠 2 F

M ○

信州大学 24 2 F ○
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地区 学校名 ゼッケン 氏名 学年 性別
チーム

リーダ

総飛行時間

(回数）

たどころ　じょう 4: 09

田所　穣 (35)

おおぶち　けいよう 4: 15

大渕　慧陽 (40)

わかい　あいり 9: 58

若井　愛里 (77)

ちょう　かいめい 7: 40

張　海明 (58)
M

※以上　29校、34選手　26補欠　(内　女子13名）。ゼッケン番号４は欠番。

※総飛行時間・回数は参加申込時。

2 M

九州工業大学

34 2 F ○

35 2

西

日

本

地

区

九州大学

32 2 M ○

33
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2019年6月11日 

新 人 戦 規 定 

【総 則】 

 第１条 本競技会は日本学生航空連盟全日本学生グライダー新人競技大会（以下 新人戦とい

う）と称する。 

 第２条 本新人戦は公益財団法人 日本学生航空連盟（以下 連盟という）定款第３条の定め

るところにより、競技を通じて学生グライダースポーツの向上と健全なる心身の育成

をはかり、もって航空文化の発展と体育の振興に寄与することを目的とする。 

 

【本 部】 

 第３条 本新人戦は本部を新人戦開催地におく。本部は本新人戦の運営を統括する。 

 第４条 本新人戦には次の役員をおく。 

     会長１名、副会長５名までとする。 

     会長は本新人戦の運営を総理し、本新人戦のすべての事務を統括する。 

     副会長は会長を補佐し、会長に事故があった時は、その１名はその職務を代行する。 

 

【顧問 参与】 

第５条 本新人戦には、顧問および参与をおくことができる。顧問は会長の相談に応じ、参与

は新人戦の運営に参与する。 

 

【委 員】 

第６条 本新人戦の事務を処理するため、本部に実行委員、総務、競技、整備、審判、救護な

らびに学生運営の各委員を若干名おく。各委員は次に定める事務分掌に従って、所管

の事務を処理する。 

第７条 総務委員は次の事務を分掌する。 

（１）一般庶務に関する事項 

（２）新人戦の経理に関する事項 

（３） 設営に関する事項 

（４） 招待、渉外に関する事項 

（５） 警備に関する事項 

（６） 広報に関する事項 

（７） 他の所管に属さない事項 

第８条 競技委員は次の事務を分掌する。 

（１）競技の進行に関する事項 

（２）競技用機材に関する事項 

（３） 気象に関する事項 

（４）競技記録に関する事項 
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（５） 放送発表に関する事項 

（６） 運営管理全般に関する事項 

 

 第９条 整備委員は次の事務を分掌する。 

（１） 滑空機等の整備に関する事項 

（２） 機材、競技用具、資材、工具等の整理 

（３） 機材の修理に関する事項 

 第10条 審判委員は次の事務を分掌する。 

（１） 競技の審判に関する一切の事項 

 第11条 救護委員は次の事務を分掌する。 

（１） 救護に関する全般の事項 

（２） 出場選手の健康管理に関する事項 

 第12条 学生運営委員は次の事務を分掌する。 

（１） 総務、競技、整備および救護の各委員を補佐する 

（２） 宿舎、食事に関する事項 

 

【参加資格】 

 第13条 本新人戦の参加資格は次に定める。 

（１） 本連盟加盟大学および高等学校の航空部在籍期間が通算2年以内の航空部員

であること 

（２） 過去に本大会に出場経験のないこと。(補欠登録のみは含まない) 

（３） 在学2年以内であること（休学年数は含まない） 

（４） 休学中でないこと 

（５） 有効な技能証明・身体検査証明または航空機操縦練習許可書を所持する者 

（６） 本連盟諸規定に違反しないもの 

 

【チーム編成】 

 第14条  （１）１チームの選手は２人以内とし、補欠を含めて４人まで登録することができ

る。 

 (２)１校１チームまでとする。 

 

以上 
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2016年4月１日 

新人戦競技規則 

 

【総 則】 

 １．この規則は日本学生航空連盟全日本学生グライダー新人競技大会（以下新人戦という）に

おける競技の運営について定める。 

 ２．この規則は新人戦の競技種目、実施の方法および各種競技の成績順位を定め、新人戦の適

切な運営を図ることを目的とする。 

【競技種目】 

 ３．競技種目は次の通りとする。 

(１) 基本操作 

(２) 空中応用操作 

(３) 総合能力 

(４) 指定地着陸 

【参 加】 

 ４．競技に参加する選手はチームを編成し、チームごとに指定の申込書により申し込むものと

する。 

【発航権】 

 ５．発航権は選手単位で有する。発航の順位は抽選により決める。 

【競技機材】 

 ６．競技機は、アレキサンダーシュライハー式ＡＳＫ－１３型とＡＳＫ－２１型とする。 

 ７．競技機は、有効な耐空証明を有するものでなければならない。 

 ８．競技機、トレーラー、無線機など必要な機材は、東海・関西地区学生委員会で準備する。 

【保 険】 

 ９．競技機には参加者の負担において、第三者賠償責任保険、機体保険および搭乗者傷害保険

もしくは旅行傷害保険に加入契約するものとする。 

【競技の運営】 

 10．競技はすべて競技委員の指示に従って行う。 

 11． 競技は出場した選手のすべてが、規則６の競技機ごとに１回の発航を終えたとき成立する。 

 12． 競技機の飛行は離陸によって始まり、着陸をもって終了し、その成績は発航準備に始まり、

着陸によって終了する。 

 13．競技中における指示、連絡、通報などは原則として、滑空訓練用携帯無線機を使用する。 

 14．策切れ、ウインチトラブル等正常な発航ができない場合は、選手の意志により再飛行する

ことができる。 

【飛行成績】 

 15．競技者の成績は、同乗の審判委員が別に定める採点様式に基づいて決定する。 
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【表 彰】 

 16．次に定める計算方式により、得点最高位から６位までの団体、個人を表彰する。 

(１) 団体成績 

各選手の個人得点の合計をもってチーム得点とする。ただし、１人でチームを構成し

ている場合には、団体成績は考慮されない。 

  (２) 個人成績 

      選手全員が同一審判委員による競技飛行を終了した時、その飛行が有効とされ、有効

な競技得点の合計をもって個人得点とする。選手が自分の発航を棄権した場合には、

その飛行得点は零点として計算する。 

【審 判】 

 17．審判委員は競技者の順位別に関する諸問題を決定し、緊急問題を裁断する。 

【飛行の安全】 

 18．競技会期間中の飛行はすべて航空法、令、規則および日本学生航空連盟訓練関係諸規則に

より、安全に行わなければならない。 

 19．競技機が着陸のため進入する時は、運航管理委員の指示に従うものとする。 

 20．競技者は、飛行安全のために万全を期さなければならない。 

【補 則】 

 21．緊急の場合はこの規則にかかわらず、競技者は自己の安全のための最善の方法をとること

ができる。 

 

以上 
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2019年6月11日 

 

全日本学生グライダー新人競技大会細則 

 

１． この細則は、新人戦競技規則（以下、規則という）に基づき「全日本学生グライダー新人競技大会」

の運営に適用する。 

 

２． 規則３に規定する指定された課目は、次のとおりとする。 

         発航準備、ウインチ曳航、離脱、直線滑空と旋回＊１ 

         場周経路の飛行、着陸、指定地判定 

            低速飛行、急旋回、失速と回復操作、最小沈下速度による滑空、最良滑空比速度による

滑空、ソアリング 

総合能力    計画力・判断力、対空警戒 

注  各課目の実施要領は、自家用操縦士の技能審査実施細則による。 

＊１ 直線滑空と旋回は場周に入るまでの飛行について採点する。 

＊２ 空中操作は飛行ごとに２課目選択する。課目の実施、やり直し、変更はその都度審判に告げること。 

 

３． 規則１６の採点様式は、別紙の採点票とし、採点要領は、次のとおりとする。 

  項 目         適 用                  備 考 

  採 点     各課目ごとに１０点満点で採点する    採点は0.1点より細かくしない 

        円滑かつ正確である 9.0～ 

        安定している    7.0～8.9 

        アドバイスが必要  5.0～6.9 

        操縦の補助が必要  3.0～4.9 

        危険を伴う       ～2.9 

指定地判定  減点法とする               ショート側は機体が最初に接地した地点、 

        ロングの場合    減点２           ロング側は主輪が接地した地点で判定する 

               横へ外れた場合    減点２      （地上判定員の判定による） 

        ショートの場合   減点５ 

審判委員  公平さを保つため原則として審判委員 

       と機体をラウンド終了まで固定する 

  

４． その他 

(1) 競技機以外の航空機は競技の進行中に、競技に影響を及ぼす可能性のある飛行を行ってはならない。 

(2) 競技期間中、競技委員の行うミーティングには各チームリーダーが必ず出席しなければならない。ミ

ーティングの際、指示する飛行上、安全上の事項および競技運営に必要な事項は補充規則とみなされ

る。 

以上 

基本操作 

空中操作＊2 
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第２５回 全日本学生グライダー新人競技大会 採点票 

 

ラウンドＮＯ．                飛 行 日            

競 技 機  ＡＳＫ１３／ＡＳＫ２１      Ｒ／Ｗ     ３６／１８    

 

選    手                  審   判              

 

 

課          目                 採  点 

                             （０~１０） 

 

                    １．発航準備                       

                    ２．ウインチ曳航                     

基 本 操 作       ３．離 脱                                       

                    ４．直線滑空と旋回                     

                    ５．場周経路の飛行                    

                    ６．着 陸                        

 

 

                   １．低速飛行        

                   ２．急旋回                        

空 中 操 作        ３．失速と回復操作  

（２課目実施）      ４．最小沈下速度による滑空 

                   ５．最良滑空比速度による滑空               

                   ６．ソアリング 

 

               

                   １．計画力・判断力                    

総 合 能 力 

                 ２．対空警戒                       

 

         ショート －５   ロング －２     

                  横ずれ  －２                              

  

得  点 

 

 

採点の目安： 円滑かつ正確である   ９.０～ 

           安定している      ７.０～８.９ 

           アドバイスが必要    ５.０～６.９ 

           操縦の補助が必要    ３.０～４.９ 

           危険を伴う           ～２.９ 
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第１回大会（木曽川） 個人優勝 有坂　徹 （慶應義塾大学）

H.10(1998) 11/19-25 団体優勝 大阪大学

第２回大会（木曽川） 個人優勝 中西　裕介 （慶應義塾大学）

H.11(1999) 11/19-25 団体優勝 慶應義塾大学

第３回大会（木曽川） 個人優勝 高戸　直之 （慶應義塾大学）

H.12(2000) 11/21-26 団体優勝 慶應義塾大学

第４回大会（木曽川） 個人優勝 五十嵐　健大 （慶應義塾大学）

H.13(2001) 11/18-24 団体優勝 慶應義塾大学

第５回大会（木曽川） 個人優勝 盛谷　法浩 （慶應義塾大学）

H.14(2002) 9/30-10/6 団体優勝 早稲田大学

第６回大会（木曽川） 個人優勝 山木　泰 （慶應義塾大学）

H.15(2003) 10/4-10 団体優勝 慶應義塾大学

第７回大会（木曽川） 個人優勝 大堀　宏海 （慶應義塾大学）

H.16(2004) 10/2-8 団体優勝 慶應義塾大学

第８回大会 ＜中止＞

第９回大会（木曽川） 個人優勝 伊村　隆宏 （慶應義塾大学）

H.18(2006) 9/30-10/6 団体優勝 慶應義塾大学

第10回大会（木曽川） 個人優勝 松居　史晃 （慶應義塾大学）

H.19(2007) 10/14-20 団体優勝 慶應義塾大学

第11回大会（木曽川） 個人優勝 後藤　真徹 （慶應義塾大学）

H.20(2008) 10/12-18 団体優勝 慶應義塾大学

第12回大会（木曽川） 個人優勝 小林　聡一 （慶應義塾大学）

H.21(2009) 10/11-17 団体優勝 慶應義塾大学

第13回大会（木曽川） 個人優勝 堀　雄一 （名古屋大学）

H.22(2010) 10/10-16 団体優勝 慶應義塾大学

第14回大会（木曽川） 個人優勝 萩原　大樹 （慶應義塾大学）

H.23(2011) 10/9-15 団体優勝 慶應義塾大学

第15回大会（木曽川） 個人優勝 安達　拓人 （早稲田大学）

H.24(2012) 10/4-9 団体優勝 慶應義塾大学

第16回大会（木曽川） 個人優勝 井上　翔太 （同志社大学）

H.25(2013) 10/10-15 団体優勝 慶應義塾大学

第17回大会（木曽川） 個人優勝 山崎　慶太 （京都大学）

H.26(2014) 10/10-15 団体優勝 法政大学

第18回大会（木曽川） 個人優勝 松村　亮汰 （慶應義塾大学）

H.27(2015) 10/9-15 団体優勝 早稲田大学

第19回大会（木曽川） 個人優勝 保谷　蒼有森 （慶應義塾大学）

H.28(2016) 9/29-10/4 団体優勝 明治大学

第20回大会（木曽川） 個人優勝 武藤　祐貴 （慶應義塾大学）

H29(2017) 9/25-9/30 団体優勝 慶應義塾大学

【　大　会　小　史　】
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第21回大会（木曽川） 個人優勝 伊藤　万貴 （早稲田大学）

※同点につき優勝者2名 個人優勝 田辺　悠介 （慶應義塾大学）

H30(2018)9/8-9/14 団体優勝 早稲田大学

第22回大会 (木曽川) 個人優勝 市川　達也 （慶應義塾大学）

H31(2019)9/7-9/13 団体優勝 慶應義塾大学

第23回大会

第24回大会

＜新型コロナウィルス流行のため中止＞

＜新型コロナウィルス流行のため中止＞
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〒105－0004 
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